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▲利用アンケー トbOx

検
討
委
員
会

の
結
論

に
基
づ

き
昨
年
七
月

一
日
よ
り
、
直
営

の
フ
ァ
ミ
リ
ー

ハ
ウ
ス

「
し
ろ

く
ま

ハ
ウ
ス
」
を
札
幌
市
中
央

区
大
通
西
十
五
丁
目
に
開
設
し

ま
し
た
。

バ
ス

・
ト
イ
レ
付
き

の
洋
室

ワ
ン
ル
ー
ム
で
、

テ
レ
ビ

。
電

子
レ
ン
ジ

・
冷
蔵
庫

・
洗
濯
機

な
ど
、
滞
在
す
る
際

の
最
低
限

の
備
品
を
揃
え

て
い
ま
す
。
札

幌
医
科
大
学
附
属
病
院

（中
央

区
南

一
西
十
六
）
と
連
携
し
、

入
院
し
て
い
る
小
児

の
付
き
添

い
家
族
を
対
象
に
運
営
を
し

て

き
ま
し
た
。

初
年
度

の
稼
働
率
は
三
割
程

度
と
見
込
ん
で
お
り
ま
し
た
が
、

■姜‐′ヽ 4′、巳呂υノ
颯鑽饒蒻⑮薇螂米開設
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▲入口。暗証番号式電子錠。オー ト
ロックで鍵が利用ごとに変わる。

今
年
三
月

の
時
点
で
五
十
四

。

五
パ
ー
セ
ン
ト
と
ま
ず
ま
ず

の

結
果
と
な
り
ま
し
た
。

四
月
か
ら
は
新
型

コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
影
響

で
休
業
を
し
て

お
り
ま
し
た
が
、
再
開
後
は
よ

り

一
層
安
心
し
て
利
用
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
、
利
用
者

の
ア

ン
ケ
ー
ト
の
声
も
取
り
入
れ
、

ス
タ

ッ
フ

一
丸
と
な

っ
て
対
応

し
て
い
き
た

い
と
思

っ
て
お
り

ま
す
。

．
″

さ
ら
に
今
後
は
近
隣
の
病
院

と
も
連
携
を
取
り
、
情
報
収
集

や
利
用
分
分
析

を
基

に
、

二

室
、
三
室
と
事
業
拡
大
を
計
り

ま
す
。

フ
ア
ミ
リ
ー
ハ
ウ
ス
の

仲
間
に
加
わ
り
ま
し
た

新
し
く

フ
ァ
ミ
リ
ー

ハ
ウ
ス

と
し
て

「
ち
ょ
い
寝
ホ
テ
ル
札

幌
手
稲
」
さ
ま
に
ご
協
力

い
た

だ
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

心
か
ら
感
謝
中
し
上
げ
ま
す
。

ち
ょ
い
寝
ホ
テ
ル

札
幌
手
稲

札
幌
市
手
稲
区
富
丘
３
条
７
丁
目

雪
（０
１
１
）
６
８
８
１
８
７
０
７

助
成
金

上
ご
寄
付

二
ご
協
力

（敬
称
略
）

北
海
道
信
用
金
庫
社
会
福
祉
基
金

五
万
円

赤

い
羽
根
共
同
募
金
会

七
万
五
千
円

サ
ー
ク
ル
２
７
　
　
　
一
万
円

と
く
名

（個
人
）
　

一
万
円

片
野
　
梢

（個
人
）

三
千
円

洞
内

亜
希
子
（個
人
）
三
千
円

高
沼

由
美
子
（個
人
）

金
券

宮
町
　
葉
子

（個
人
）

一
万
円

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
札
幌
中
央
支
部

ご
協
力

株
式
会
社
オ
ー
ル
　

ご
協
力

ご
支
援
の
ご
協
力
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す

●

▲感染症対策用品

▲しろくまハウス室内

病
気
の
子
ど
も
と

家
族
が
抱
え
る
事

な
か
な
か
治
ら
な

い
微
熱
、

い
つ
に
な
く
ゴ

ロ
ゴ

ロ
し
て
だ

る
そ
う

、

お
な

か
が
痛

い
な

ど
、
風
邪
が
長
引

い
て
い
る
の

か
と
小
児
科
を
受
診
す
る
と
、

大
き
な
病
院

へ
の
転
院
を
勧
め

ら
れ
、
入
院
を
す
る
こ
と
に
。

初
め
て
の
入
院
、
さ
ま
ざ
ま
な

検
査

の
後
に
病
名
告
知
。
子
ど

も
に
も
、
病
気
に

つ
い
て
の
説

明
や
病
名
告
知
は
年
齢
に
応
じ

て
医
師
と
親
が
相
談
し
な
が
ら

行
い
ま
す
。

診
断
後

の
難
し

い
医
療
用
語

に
戸
惑

い
な
が
ら

の
治
療

選

択
、
治
療
に
伴
う
副
作
用
に
よ

り
、
ム
ー
ン
フ
ェ
イ
ス
や
脱
毛

と

い
っ
た
風
貌
変
化
な
ど
、　
一

度
に
色

々
な
こ
と
が
起
こ
り
ま

す
。ほ
と
ん
ど
の
病
院
で
は
、
親

は
子
ど
も
に
付
き
添

っ
て
泊
ま

り
込
み
ま
す
。
遠
方
か
ら

の
入

院
や
、
共
稼
ぎ
で
核
家
族
、
病

気

の
子
ど
も
の
他
に
兄
弟
姉
妹

が
い
る
と
残
さ
れ
た
子
ど
も
た

ち
を
誰
が
見
る
の
で
し
ょ
う
。

幼

稚

園

や
保
育

園
、
学
校

の

事
、
夫
婦
間
の
絆
、
医
療
者
と

の
関
わ
り
な
ど
、
親
や
家
族
は

試
練
の
連
続
で
す
。

子
ど
も

た
ち

は
、

不
安

や

孤
立
感
を
抱
え
な
が
ら
多
感
な

日
々
を
過
ご
し
ま
す
。

病
気
と
向
き
合

い
、
再
発
や

晩
期
合
併
症

の
不
安
を
抱
え
な

が
ら
も
進
学
、
就
職
、
結
婚
、

出
産
、
子
育
て
と
、
さ
ま
ざ
ま

な
人
生

の
節
目
を
迎
え
ま
す
。

病
気
の
子
ど
も
を
持

つ
親
や
、

当
事
者
で
あ
る
子
ど
も
た
ち

の

悩
み
や
、
不
安
な
気
持
ち
を
受

け
止
め
、
ど

の
よ
う
な
支
援
が

必
要
か
、
さ
ま
ざ
ま
な
方
た
ち

の
協
力
を
頂
き
な
が
ら
、
課
題

や
問
題
を
解
決
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

（副
理
事
長
　
神
戸

智
子
）
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